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者不明の毛沢東像が今も多く残っている。




























逆輸入され、上海租界に 1868 年に開園したパブリック・ガーデン（Public 

















































ポーツの場としてだけではなく、1911 年の上海蜂起や 1925 年の五卅惨案、

















会の前には、米国大統領ハーディングの追悼式が 1923 年 11 月 18 日に行わ
れ、オベリスク型の記念碑が建てられた。1924 年 10 月には、辛亥革命濼州
起義群総司令の施従雲と大都督の王金銘の銅像が建立され、また、山東省済
南で国民革命軍と日本軍の間に起きた武力衝突（済南惨案）で死亡した蔡公











26　　国際関係紀要　第 23 巻　第 1・2 合併号
惨案の烈士記念碑が作られた 19）。
　1920 年代から 30 年代における大規模な追悼会と記念碑建立の代表は、五
卅烈士と陳英士のものであった。1925 年、上海の日系紡績工場で働く労働
者たちが賃上げや解雇者の復職を求めて起こしたストライキは、学生を中
心とした抗議運動は反帝国主義運動に拡大し、5 月 30 日、打倒帝国主義と
経済絶交を掲げたデモ行進が行われた。英国警察はデモ隊に向かって発砲
し、数十名を逮捕した。何秉彝や尹景伊などの学生を含む 13 名は「五卅烈








身元不明の死者の衣服が置かれた。追悼会に 20 万人が参列した。1926 年 5







られた。浙江省呉興出身の陳英士（陳其美、1878 ～ 1916）は、1911 年 11
月 3 日、光復会らとともに上海蜂起を決行した。後に中国革命党に加わり、
袁世凱討伐にあたった陳英士は、1916 年 5 月 18 日、袁世凱の刺客により暗
殺された。死後、陳英士の記念大会は毎年 5 月 18 日に各地で開催された。










膺白（黄郛）の 3 人によって進められた。1930 年 5 月 18 日、西門外の空き

















した 25）。そして、1929 年 6 月 6 日に開幕した西湖博覧会の会場には、革命
記念館、博物館、芸術館、農業館、教育館、衛生館、絲綢館、工業館、特種





眠（1900 ～ 1991）であった。林風眠は 1923 年、林文錚や李金発とドイツ
へ向かい、翌年、パリに移った。林風眠は 1924 年 5 月から 7 月にかけてフ
ランスのストラスブールで開催された「中国古代および現代芸術展覧会」
（Exposition chinoise d'art ancien et moderne）に「生之欲」や「模索」などの
42 作品を出品した。林風眠の「生之欲」は、北京大学総長を辞任し、ベル
ギーに滞在していた蔡元培（1868 ～ 1940）に感銘を与え、1925 年、北平









































































に定められ、1941 年に始まったスターリン賞において、1934 年から 1940 年
に制作された作品からスターリン像 4 点、レーニン像 1 点、勤労者像 1 点
などが表彰された。その中で最も注目されたのが、1937 年のパリ万国博覧
会に展示されたムーヒナ（Vera Ignatyera Mukhina, 1889-1953）の「労働者と





入された 37）。中央美術学院教授の江豊（1910 ～ 1982）は、芸術分野におけ
る彫刻の遅れを指摘し、公園や広場に英雄を顕彰するための記念碑建築が作
られるべきであると主張した 38）。
　ソ連式の記念碑は旅順やハルビンなど東北に多く作られた 39）。1945 年 8
［写真 6］王荷波等烈士の墓 ［写真 7］八宝山革命烈士公墓











































ある［写真 10］。高さ 10.5 メートルの毛沢東は、56 名の兵士と農民に囲ま
れている。正面から向かって左側は、「井岡山的星火」、「抗日烽火」、「埋葬
蒋家王朝」、右側は「社会主義好」、「三面紅旗万歳」、「無産階級分化大革命
勝利万歳」の計 6 つの彫像が台座を飾る。1976 年、毛主席記念堂の広場に
建設された兵士と農民の像［写真 11］は、この像をモデルにしている。
　「慶豊収」と、「毛沢東思想勝利万歳」は、毛沢東様式あるいは社会主義リ
アリズムの特徴を顕著に示す。すなわち、6 頭身から 7 頭身の太い手足と首、
上をにらんだ視線、眉間の皺、ヘルメットやタオルなどの労働者を表す小道
［写真 10］毛沢東思想勝利万歳 ［写真 11］兵士と農民の像











念して 1985 年 11 月 12 日、北京の中山公園に孫文像が作られた［写真 12］。
人物像の高さは 3.4 メートル、台座の高さは 1.6 メートルで、題材には「偉
大な革命先行者の孫中山先生は永遠に不滅である」と鄧小平が揮毫した。ま
た、2006 年にリニューアルされた上海の孫中山記念館の前にも孫文像が登
場した［写真 13］。各地で建立される孫文像と 1929 年の西湖博覧会の芸術
























［写真 14］上海魯迅公園の魯迅像 ［写真 15］西湖湖畔の魯迅像
［写真 16］ダーウィン像
［写真 17］フンボルト像











［写真 18］コペルニクス像 ［写真 19］バイロン像
［写真 20］ディドロ像 ［写真 21］松尾芭蕉像
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［写真 22］リンカーン記念堂 ［写真 23］徐啓光像
［写真 24］蔡元培像
［写真 26］宋慶齢陵園の宋慶齢像 ［写真 27］秋瑾像
［写真 25］井岡山の毛沢東
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の名前が見られる。
　革命という言葉は、全国重点文物保護単位（「国保単位」）のカテゴリーか












古建築 遺跡 古墳墓 その他 計
1961 年 33 25 77 26 19 180
1982 年 10 7 28 10 7 62
1988 年 33 28 111 49 29 250
1996 年 50 12 110 56 22 250
2001 年 40 36 248 144 50 518
2006 年 206 63 513 220 77 1 1080
2013 年 329 110 795 516 186 7 1943
［表 2］全国重点文物保護単位（単位：件）
（国家文物局 http://www.sach.gov.cn/sachwindow/centerchina/ より作成）


































る中で、「彫塑」を主題とした彫塑公園が登場した 51）［写真 36］。2004 年に
世界彫塑公園を開園させた長春は、1997 年から長春国際彫塑作品展を開催
［写真 33］北京中華民族園 ［写真 34］杭州宋城



















［写真 37］「友誼・和平・春天」 ［写真 38］「農工之家」
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念もなく、多くの場合、一種のビジネスとして都市空間に銅像が建てられ
る 53）。中国でも 1990 年代から増加している城市彫塑＝パブリック・アート
は、〇〇彫塑芸術有限公司という企業が請け負っている。長春の文化広場に





































［写真 41］長春人民広場 ［写真 42］杭州西湖
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ば、Park は狩猟地など王室の私的財産であったというイメージだけではなく、
労働者階級の人々のための民主的な空間という側面も持つためである。Karen 
R. Jones & John Wills, The Invention of the Park: from the Garden of Eden to Disney’s 
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Jeffrey N. Wasserstorm “Shanghai’s ‘Dogs and Chinese Not Admitted’ Sign: Legend, 
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This article examines the transformation of bronze sculptures have gradually 
changed from propaganda art to public art in modern China. The style of Western 
fine art style such as bronze sculptures, which was rapidly imported by younger 
Chinese artists who had studies abroad, was adopted to commemorate the martyrs 
of the socialist revolution in the early 20th century. The public parks and the public 
squares, where these western sculptures were created, had not existed in traditional 
China. Rather to amuse colonialists in Shanghai, the British and French colonial 
governments sculpted bronze sculptures to commemorate colonial officers. This 
motivated Chinese citizens to create their own parks and statues as well. 
Later, the Chinese Communist Party frequently employed the combination of 
public spheres and monuments as a propaganda art. Named as the Mao Style, this 
movement was established as an official art style at the 1942 Yan-an Conference. 
In the early 1950s, the Chinese artists adopted Soviet Socialist Realism, which 
was officially initiated by Stalin in 1933 to express the Communist ideology to 
continually create bronze statues, huge monuments, and propaganda posters of the 
martyrs of the revolition.
Following the end of the Cultural Revolution, much criticism was directed 
toward the Mao Style, because of its excessively ideological style lack of originality, 
and esthetics. Nevertheless, the western sculptures in public spheres have originated 
in China, and people enjoy the statues as a form of public art. While these statues 
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were damaged for their anti-communist or feudal styles, they are in this decade 
frequently reconstructed in some large cities. However, these reconstructions 
are seldom similar to the originals, which are not considered to suitable for the 
contemporary urban circumstances. Public parks are not only the places that 
commemorate martyrs of the revolution but also the places where citizens play 
badminton and traditional Chinese pugilism. In addition, heavy traffic often renders 
public squares with bronze statues often narrow. People prefer the intimate statues 
that express the traditional life to those of the martyrs of revolution positioned on the 
large pedestals, which one must look up to see. In this way, the relationship between 
bronze statues and public spheres shifted to reflect the socio-cultural changes in 
modern China.
